




　ダウン症に甲状腺機能障害がしばしば見られることは古くより知られていた

が,この問題に関する系統的な研究は Baxter らの報告などが代表的なものであ

る。彼等は小児よりも思春期または中年に達すると,甲状腺機能障害の発生頻

度が高くなることを指摘している。一方,ダウン症の患者,およびその母親や同

胞には甲状腺に対する自己抗体が高頻度に存在することも報告されており,こ

れが成人ダウンの甲状腺機能低下の一因とも考えられている。


